
2 地域生活移行の現状と喜他における取組み   

（1）全国のグループホーム利用者の状況  

全国のグループホーム利用者は、平成17年4月に22，160人となっており、平成15年4  
月から6，325人増加している。（40％増）  

人口10万人当たり利用者数をみると、平成15年4月の12．4人から平成17年4月の   
17．4人に増加しており、全国の全ての都道府県で増加している。（最も高かったのは岩  
手県で52．4人）  

H17．4  

15，304人  

6，856人  

22．160人  

（17．4人）  

H15．4  

知的障害者GH lO，416人  

精神障害者GH  5，419人  

計  15．835人  

（12．4人）   

H16．4  

12，473人  

5．815人  

18，288人  

（14．3人）  

（備考）（）は人口10万人当たリGH利用者数  

（2）地域生活移行に向けた各地における取組み  

【北海道の例】  

○知的障害者グループホームの緊急整備（H16～17）  

地域生活支援や定員減を行うケースを優先指定  
・施設から地域へ 280人移行  ・施設の定員減数 ▲101人  

○入所施設の小規模サテライト化  
ステップ1 地域の民家等を入所施設の一部と位置付け（定員数は従前どおり）、  

利用者とともに地域へ移動（サテライト施設）46人  

ステップ2 利用者の生活が慣れた段階で、サテライト施設をそのままグループ  

ホームに卓云換（定員減 ▲28人）  
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【宮城県の例】  

O「地域生活移行支援プロジェクト」実施プランによる地域生活移行の推進  

・知的障青書ケル一力トム整繍促進事♯  
・知的陣暮春地域生活移行聖  
施設機能削ヒ事業  
・王介護聖ゲル－ナトム支捷事業 等  
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クルーフ7R－ムを利用一正■  

て新たに500人力汀廃  
〔†－＋2）  織元力、うクルーフホーム  

ヘの自立  
140人才  

≧のうち在宅時に既に適所  
型俺p専を利用 50人  卦のうちl焼売からの自工＝ 

こ  
さIつせてIJりこに適所製惰拍 専吉和用      90人．∋．  旭蛛王5古†蓼†ヲ   

360人王  

i邑7明型柁玉呈専：巨利用7E■で  

新たに990人ガ確保  
（・う＋∋＋4）   

←i邑】明望相投轡  
t笈施Ii（本体橋指）  
■三相l象（分l■）   
I童貞暮柁P（事体搾朋）  
I畢t陀l生（分1■）  デイサービスセンター  
Ⅶ祉エⅠ■   ティワーヒス事撫斬 書  

まl■掌控卒※生のうち（在  
宅のま雷て）遭持として適  
所王どl隠l生1昏を利月∃  

540人皇．  
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西駒卿の場合  

地域生活移行の進め方の基本  

1本人の意思の尊重   

地域生活の丁寧な情報提供と正確な聴き取り  

2 家族の理解   

家族に対する意向調査と不安解消  

3 多様な移行ルートの用意   

一人ひとりの希望に応じた移行プログラム  

4 再入所の確保   

地域生活移行に多くの方がチャレンジできるように  

5 酉駒郷以外の方の地域生活支援の視点   

全県域で社会資源の整備  

6 地域への啓発活動   

ひとつのグループホームをつくることが最大の啓発活動  

18   



19   




